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ミドルステイ枠を設けました

七
月
一
日
よ
り
ス
タ
ー
ト

宅老所
ほっと
生田の
居室

介
護
の
悩
み
な
ど
意
見
を
交
換

宅老所
ほっと生田

「
家

族

の

会
」
に

十
一
名
の
方
が
参
加

　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
の

「
家
族
の
会
」
が
こ
の
ほ
ど
、
当
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
に
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
で
は
、
七
月
一
日
よ
り
、
介
護
保
険
外
の
宿
泊
サ
ー
ビ

ス
・
宅
老
所
「
ほ
っ
と
生
田
」
に
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
枠
を
設
定
。
一
カ
月
の
う
ち
宿
泊
日
数

が
続
け
て
十
六
日
以
上
と
な
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
宿
泊
料
金
一
万
二
千
円
か
ら
半
額

の
六
千
円
で
利
用
で
き
る
新
し
い
料
金
体
系
と
な
り
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ず
、
夜
間
帯
の
ケ
ア
な
ど
も
ス
タ
ッ
フ
が
き
め
細
か
く
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

下
山
名
月
さ
ん
の
介
護
技

術
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
が

七
月
三
十
一
日
に
当
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
高

齢
者
の
「
意
欲
」
と
「
身
体

機
能
」
を
引
き
出
す
介
護
技

術
を
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
身
に

着
け
て
く
だ
さ
い
。

　

受
講
料
は
四
千
円
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

グループホーム響
「あじさい寺」の妙楽寺に
お出かけイベント

　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
の
「
新
し
い
介
護
セ
ミ
ナ
ー

Part2

」
が
こ
の
ほ
ど
、
新
百　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
ヶ
丘
の
川
崎
市
ア
ー
ト
セ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
三
好
春
樹
先
生

長期宿泊用

一
カ
月
十
六
日
以
上
の
お
泊
り
か
ら

一
泊
半
額
の
六
千
円
に
割
引
き

二
日
（
食
事
代
含
む
）
一
万
二
千
円
で
、

併
設
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
宿
泊
日
の
前

後
に
利
用
す
る
場
合
は
六
千
円
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
定
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
現
在
、
二
床
あ
る
ベ
ッ
ド
の
う

ち
、
一
床
に
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
枠
を
設
定
。

デ
イ
利
用
な
ら
さ
ら
に
半
額
・
退
院
後
の
生
活
リ
ハ
ビ
リ
に
最
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宅
老
所
「
ほ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　

と
生
田
」
の
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
の
宿
泊
料
金

　
　
　
　
　
　
　
　

の
基
本
は
、
一
泊

一
カ
月
の
宿
泊
日
数
が
合
計
十
六
日
以

上
か
ら
、
半
額
の
六
千
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
併
設
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
の
宿
泊
料
金
も
、
さ
ら
に
半

額
の
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
夜
間

に
関
し
て
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
宿
泊
さ
れ

て
い
る
方
々
の
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
き
め
細
か
い
ケ
ア
を
提
供
い
た

し
ま
す
。
宿
泊
料
金
が
半
額
と
な
っ
て

も
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ

ス
内
容
の
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
。
退
院
後
か

ら
在
宅
生
活
に
復
帰
さ
れ
る
ま
で
の
生

活
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
、
ま
た
、
ご
家
族

様
の
長
期
の
出
張
を
は
じ
め
体
調
不
良

な
ど
の
際
に
、
ぜ
ひ
「
ほ
っ
と
生
田
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
さ
れ
て
い

る
ご
家
族
様
十
一
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
毎
に
開
か
れ
た
分

科
会
＝
写
真
＝
で
は
、
利
用
開
始
時
の

様
子
と
現
在
の
状
態
の
変
化

や
、
介
護
に
あ
た
っ
て
の
悩
み

な
ど
、
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
に
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

や
大
田
仁
史
先
生
が
認
知
症
の
ケ
ア
、
介
護
期
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ

　
　
　
　
　
　

い
て
講
演
。
参
加
さ
れ
た
百
八
十
名
の
方
々
が
熱

　
　
　
　
　
　

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
紙
面
を
も
っ
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

介
護
職
な
ど
百
八
十
人
が
参
加

新
し
い
介
護
セ
ミ
ナ
ーPart2

満開の花にうっとり

▲

介
護
は
「
技
」

七
月
三
十
一
日
に
開
催

下
山
さ
ん
の
技
術
講
座


